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日本で学ぶプロジェクト・カウンターパートの皆さん 

（2020年 3月 5日） 

 

 2020年が明け、世界の話題を独占しているのは、残念ながら新型コロナウイルス…。とは言え、そんな厳

しい環境の中でも、我らがプロジェクトのカウンターパートは日々勉強を続けています。2020年 2月には、

ベトナム国立熱帯病病院（NHTD）検査技師である Ms. Hoaが日本を訪れ、国立国際医療研究センター（NCGM）

の検査体制を見学すると共に、実際に同じサンプルを検査しながら技術を高め、また検査方法論に関して日

本の専門家と議論しました。 

  
日本の専門家と一緒に検査をこなしながら、遺伝子検査

の精度を高めていきます 

研修期間終了時には NCGMで成果発表、今後のプロジェク

トへも活かして行けそうです 

 

 10 日間ほどの日本滞在期間の中で、大きなテーマは HIV ウイルスの変異、薬剤耐性を分析するための遺

伝子検査方法論、そして検査結果の系統発生解析です。世界どこの国でも方法論や機器は似ていますが、例

えば日本とベトナムでは流通している試薬などが異なっています。これら微妙な違いが、時には思い通りの

結果を得るまでの障害になり得ます。前回は NCGMの専門家にベトナムに来て頂き（ニュースレター2019年

10 月 25 日号参照）、今回はベトナム側から日本に来てもらって作業を繰り返すことにより、違いの原因を

探り、解決策を見出して行きます。また、検査結果は系統樹解析（phylogenetic analyse）を行うことで、

ウイルスの変異がどのような経緯を辿ってきたかを把握することができます。 

 
 

現在熊本大学博士課程に留学し、NCGM で実習を行ってい

る Mr. Hieu（写真左）も一緒に成果発表 

皆さんで記念撮影、たくさん学んでベトナムに帰ってき

てくださいね 

https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20191025.pdf
https://www.jica.go.jp/project/vietnam/050/newsletter/ku57pq00003snu5o-att/20191025.pdf
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 そして、現在日本の熊本大学に博士課程で勉強している二人のベトナム人学生もいます。一人は上記 Hoa

さんと同じく NHTD から、そしてもう一人は同じくプロジェクトのパートナーであるハノイ医科大学からで

す。彼らはより長いスパーンで、博士号取得に向けたアカデミックなトレーニングを積んでいます。その研

究の中では、我々SATREPSプロジェクトが収集して日本に輸送する予定の血液サンプルを使われます。正に

SATREPSの研究活動と、皆さんの研究活動とが有機的に繋がるようにしていければと思っています。 

  

以上 


